
     

令
和
四
年
度
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
本
科 

入
学
試
験
問
題
（
前
期
） 

国
語
総
合 

 

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
は
字
数
に
含
む
） 

（
出
典
：
中
沢
新
一 
「
ア
ー
ス
ダ
イ
バ
ー 

東
京
の
聖
地
」
に
よ
る
） 

 

 

二 

次
の
文
章
は
角
田
光
代
『
ミ
ツ
ザ
ワ
書
店
』
の
一
節
で
あ
る
。
母
の
実
家
で
あ
る
、
武
蔵

む

さ

し

御
嶽

み

た

け

山
の
神
社
で
神
官
を
務
め
る
伯
父
は
、
あ
る
日
の
未
明
に
「
見
え
ざ
る
も
の
」
が
見
え
る
小
学
生

の
「
私
」
の
も
と
に
、
霊
魂
と
な
っ
て
自
身
の
死
を
知
ら
せ
に
来
た
。
そ
の
日
の
午
後
に
伯
父
の

訃
報
を
知
ら
さ
れ
た
母
と
「
私
」
は
、
葬
儀
の
た
め
に
奥
多
摩
の
山
中
に
あ
る
母
の
実
家
の
屋
敷 

次
の
文
章
を
よ
く
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

令
和
四
年
度
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
本
科 

入
学
試
験
問
題
（
後
期
） 

国
語
総
合 

 

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

（
出
典
：
住
吉
雅
美
「
あ
ぶ
な
い
法
哲
学 

常
識
に
盾
突
く
思
考
の
レ
ッ
ス
ン
」
に
よ
る
） 

 

二 

直
紀
は
七
十
歳
を
超
え
た
両
親
を
故
郷
に
残
し
、
東
京
で
妻
や
子
ど
も
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
た

が
、
先
の
一
月
に
父
親
が
急
逝
し
、
今
で
は
母
が
一
人
で
田
舎
に
暮
ら
し
て
い
る
。
次
の
場
面

は
、
年
末
年
始
が
訪
れ
、
大
晦
日
の
夕
方
、
子
ど
も
た
ち
の
受
験
も
あ
っ
て
新
年
を
東
京
で
迎
え 

文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

（
出
典
：
寺
地
は
る
な
「
水
を
縫
う
」
よ
り
） 

 

令
和
五
年
度
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
本
科 

入
学
試
験
問
題
（
前
期
） 

国
語
総
合 

 

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

（
出
典
：
佐
伯
啓
思
「
経
済
成
長
主
義
へ
の
決
別
」
に
よ
る 

※
一
部
改
変
を
加
え
た
） 

 

二 

次
の
文
章
は
、
吉
本
ば
な
な
「
明
る
い
夕
方
」
の
一
節
で
、 

 

直
紀
は
七
十
歳
を
超
え
た
両
親

を
故
郷
に
残
し
、
東
京
で
妻
や
子
ど
も
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
先
の
一
月
に
父
親
が
急
逝

し
、
今
で
は
母
が
一
人
で
田
舎
に
暮
ら
し
て
い
る
。
次
の
場
面
は
、
年
末
年
始
が
訪
れ
、
大
晦

日
の
夕
方
、
子
ど
も
た
ち
の
受
験
も
あ
っ
て
新
年
を
東
京
で
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
直
紀

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

国
語
総
合
の
過
去
問
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
処
理
の
関
係
上
、
本
文
及
び
設
問
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 

問
題
文
の
一
部
お
よ
び
出
典
情
報
の
み
掲
載
し
ま
す
。 

 

※
著
作
権
処
理
の
関
係
上
、
問
題
文
の
一
部
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 

 

※
著
作
権
処
理
の
関
係
上
、
問
題
文
の
一
部
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 

※
著
作
権
処
理
の
関
係
上
、
問
題
文
の
一
部
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 



 
令
和
五
年
度
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
本
科 

入
学
試
験
問
題
（
後
期
） 

国
語
総
合 

 

一 
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
も
字
数
に
含
む
） 

（
出
典
：
宇
根
豊
「
日
本
人
に
と
っ
て
自
然
と
は
何
か
」
に
よ
る
） 

 

二 

次
の
文
書
は
幸
田
文
の
随
筆
「
藤
」
の
一
節
で
あ
る
。 

 

直
紀
は
七
十
歳
を
超
え
た
両
親
を
故

郷
に
残
し
、
東
京
で
妻
や
子
ど
も
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
先
の
一
月
に
父
親
が
急
逝
し
、

今
で
は
母
が
一
人
で
田
舎
に
暮
ら
し
て
い
る
。
次
の
場
面
は
、
年
末
年
始
が
訪
れ
、
大
晦
日
の

夕
方
、
子
ど
も
た
ち
の
受
験
も
あ
っ
て
新
年
を
東
京
で
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
直
紀
次
の

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
句
読
点
も
字
数
に
含
む
。） 

 
 

（
出
典
：
幸
田
文
『
木
』
収
録
「
藤
」
に
よ
る
） 

 

令
和
六
年
度
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
本
科 

入
学
試
験
問
題
（
前
期
） 

国
語
総
合 

 

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
も
字
数
に
含
む
） 

（
出
典
：
榎
本
博
明
『「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
残
酷
社
会
』
に
よ
る
） 

 

 

二 

次
の
文
章
は
、
寺
地
は
る
な
「
ガ
ラ
ス
の
海
を
渡
る
舟
」
の
一
部
分
で
あ
る
。
母
の
実
家
で
あ

る
、
武
蔵

む

さ

し

御
嶽

み

た

け

山
の
神
社
で
神
官
を
務
め
る
伯
父
は
、
あ
る
日
の
未
明
に
「
見
え
ざ
る
も
の
」
が

見
え
る
小
学
生
の
「
私
」
の
も
と
に
、
霊
魂
と
な
っ
て
自
身
の
死
を
知
ら
せ
に
来
た
。
そ
の
日
の

午
後
に
伯
父
の
訃
報
を
知
ら
さ
れ
た
母
と
「
私
」
は
、
葬
儀
の
た
め
に
奥
多
摩
の
山
中
に
あ
る
母

の
実
家
の
屋
敷 

文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

令
和
六
年
度
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
本
科 

入
学
試
験
問
題
（
後
期
） 

国
語
総
合 

 

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
も
字
数
に
含
む
） 

（
出
典
：
内
山
節
『「
創
造
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
（
上
）
農
の
営
み
か
ら
』
に
よ
る
）
） 

 

二 

次
の
文
書
は
梨
木
香
歩
の
小
説
『
家
守
奇
譚
』「
サ
ル
ス
ベ
リ
」
の
一
節
で
あ
る
。 

 
 

直
紀
は
七
十
歳
を
超
え
た
両
親
を
故
郷
に
残
し
、
東
京
で
妻
や
子
ど
も
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
た

が
、
先
の
一
月
に
父
親
が
急
逝
し
、
今
で
は
母
が
一
人
で
田
舎
に
暮
ら
し
て
い
る
。
次
の
場
面
は
、
年

末
年
始
が
訪
れ
、
大
晦
日
の
夕
方
、
子
ど
も
た
ち
の
受
験
も
あ
っ
て
新
年
を
東
京
で
迎
え
る
こ
と
に 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
句
読
点
も
字
数
に
含
む
） 

 
 

（
出
典
：
梨
木
香
歩
『
家
守
奇
譚
』
収
録
「
サ
ル
ス
ベ
リ
」
に
よ
る
） 

※
著
作
権
処
理
の
関
係
上
、
問
題
文
の
一
部
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 

 

※
著
作
権
処
理
の
関
係
上
、
問
題
文
の
一
部
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 

 

※
著
作
権
処
理
の
関
係
上
、
問
題
文
の
一
部
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。 


